
「朝日町・川越町空き家相談」 （四日市不動産事業協同組合） 発表資料

課題 空き家相談体制が整わない自治体と連携し、地域密着型の空き家相談会を
実施する。

目的 流通、管理、解体等の専門分野がアドバイスすることで利活用や地域の活性
化、空き家予防に貢献する。フォーラムや講演会により相談員、相談者、参加
者のスキルアップにつなげる。

取組内容 地域密着型空き家相談会を開催
○空き家相談会の実施 ○空き家関連団体の相談ブースを設置
○講演会（フォーラム等）の同日開催 ○ワークショップの同日開催
○空き家個別相談の実施。（予約制）

成果 11月6日(土)川越町空き家相談会。(来場3組／相談件数8件）
11月6日(土)講演会(フォーラム)の開催。
11月6日(土)ワークショップの開催
11月27日(土)朝日町空き家相談会。（来場2組／相談件数2件）
11月27日(土)講演会(フォーラム)の開催。
11月27日(土)ワークショップの開催。
1月24日～2月4日川越町空き家個別相談会の実施。
(相談2組／個別対応 場所：川越町中央公民館）
1月24日～2月4日朝日町空き家個別相談会の実施。
(相談2組／個別対応 場所：朝日町役場会議室）
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朝日町・川越町空き家相談会チラシ

チラシ裏面にコロナ感染症に対するお願い、会場
地図、各団体の連絡先を掲載。

会場受付

相談風景

告知方法は自治会回覧、公民館、各センターに配布。組合会員への周知等。

三重県では関係団体８団体が合同し「空き家ネットワークみえ」が発足。県内各市にて
相談会を実施。空き家に対する講演や専門家による相談が行われてきた。令和３年度
は自治体負担による行政主催の相談会開催ができるようになっている。デメリットは相
談会等の規模が大きくなり、小さな市町では負担が大きいこと。当組合では人口一万人
規模の自治体で行う空き家相談会開催方法、自治体との連携、フォーラムによる住民
のスキルアップ、参加する職員や相談員が知識やその経験を学ぶことを目的とします。
また次回開催に繋がる方法として負担軽減や継続性、法人格を持つ組合で行える事業
を模索させて頂きました。
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11月27日(土)朝日町保健福祉センター 11月6日(土)川越町中央公民館研修室

ワークショップ開催
1月27日(土)朝日町16：00開催

行政担当からは朝日町の空き家に対する取り組みを説明。本町は空き家等の実態調査を行い
ましたが適切な管理が行われていない空き家は１５０戸程と見られる。管理良好空き家は約４
８％。適切な管理を行って行かなければ特定空き家等になる可能性がある管理不全空き家は
５２％。空き家相談会で得た現状と課題は役立てたい。関係団体にはこれから協力頂き、継続
して行って欲しい。10年後、20年後の空き家予防の観点から住民に空き家対策の必要性を伝

えていく。旧街道の古い建物を、利用する方法も検討できないか。また協力団体からは広報の
在り方、相談会の仕組みなどの意見。古い町並みと新興分譲地の両面を説明頂いた。

ワークショップ開催
1月27日(土)朝日町16：00開催。

行政担当は川越町の各種補助、建築、資産税担当4名が参加された。川越町の空き家に対す

る取り組みを説明。火力発電所等企業が立地しており産業が盛ん。税収も豊かで住民からは
好評である。地域の空き家に対する意識がまだ低いかもしれない。空き家に対する調査は行
われております。津波対策や河川氾濫等水害対策も重要である。協力団体担当からは相談内
容説明、相談会が継続性が必要等の意見を頂いた。また地元を拠点とする相談員からは地域
に合った相談方法、勉強会など意見を頂いた。

講師は津地方法務局四日市支局登記専門職。令和６年から変わる相続登記制度について講演。また自筆証書遺言書保管制度に
ついて講演された。朝日町、川越町の空き家対策は予防的な対策に重点を置いている。関連する知識を持つことで空き家にならな
いまちづくりを目指している。空き家問題を予防するには、相続や遺言も視野に入れた対応が必要。家族の内の誰が引き継ぐかは
大きな問題となっている。未来につなぐ相続登記の講演はその知識が予防に役立つと考えます。又、放置された空き家はペナル
ティがあることも伝えた。当日訪れた相談者や行政職員、各団体相談員が参加し重要性を学びました。

フォーラム「未来につなぐ相続登記」
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相談内容は他市で行われる空き家相談会と同じ。相続や親が施設に入った後の
家の管理、維持を誰が行うか、業者に依頼できるのか、コスト等。老築化した場
合の売却や取壊し等。心配な項目は同じである。提供する知識やスキルはある
が、機会、場所、時間が限られており、相談者が望むことは何時でも相談できる
場所があることである。空き家対策も継続した対応が望まれる。
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個別相談会チラシ

相談実績
相 談：朝日町2件、川越町2件 計4件
現地調査：朝日町1件、川越町2件 計3件

朝日町・川越町空き家個別相談会

個別相談会の実施は行政と協力団体とが双
方に負担無く相談業務を行うことを目的として
います。大きな会場は必要としません。予約を
受け相談毎に空き施設を自治体に用意して頂
き実施。

相談がしやすい窓口の設置を考えて二つのパ
ターンを準備、実施しましたが11月6日・11月
27日に行った空き家相談会と１月２４日～２月

４日の空き家個別相談会相談件数は同程度。
１日で行う相談会より、会場費、人的負担が軽
減されており次回開催に向けて良い仕組みが
できたと思います。個別相談会は継続性、協
力団体のコスト負担軽減に向いています。

今後の取り組み

今回は宅建協会相談員のみでしたが他団体
に協力頂ける仕組みを加える。次回に繋げる
空き家対策を検討。組合で行う入札制度や空
き家を利用した賃貸借など、組合会員との接
点を結ぶ方法を検討する。


